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　春、周りの丘にヤマザクラの花が咲き始めると、たんぼからカ

エルたちの歌が聞こえてきます。サギや巣立った小鳥たちに見と

れているうちに、いつの間にか夏。池一面を覆うオニビシが小さ

な白い花を咲かせています。たくさんのトンボやクワガタなどの

昆虫が見られるのもこの頃です。そうこうしていると、いつの間

にか池の上に水鳥たちの姿が目につき始める秋。９月の終わり頃

には、シベリアからマガンやヒシクイなどのガン類が飛来します。

彼らは、今では見られる場所が少なくなってしまった貴重な鳥た

ちです。徐々に気温が下がり、日に日に水鳥の数が増えてくる、

冬。きれいな羽毛に衣替えしたマガモが雌の前でダンスをしてプ

ロポーズ。極東アジアにしかいない、珍しいトモエガモも目立ち

始めます。すると、クマタカやオオタカなどの猛禽類がカモを狙

います。厳しい冬を生き抜こうとする鳥たちの姿が見どころです。

２月に入ると少しずつ空気の中に春の気配が感じられるようにな

り、また新しい鴨池の一年が始まります。
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